
 

 

会  議  の  概  要 
 

○ 議長 開議                  午後３時００分～  

 

１ 報告 

  

２  行政報告（財政課） 

   亀岡市の財政状況及び今後の見通しについて 

財政課長 －「亀岡市の財政状況及び今後の見通し」に基づき説明－ 

 

＜吉田議員＞ 

 資料３の将来負担比率について、亀岡市が府下の他市と比べて高い理由ははなぜか。 

＜財政課長＞ 

 将来負担比率は、分子は起債の残高、土地開発公社に対する将来負担、一部事務 

組合などの構成団体への負担、亀岡市が企業会計に約束している将来負担などを足 

して、その合計を資料の２にある「標準財政規模」を分母として割った数字になる。 

標準財政規模が大きい団体は、将来負担比率が少なくなる。資料３の表で説明する 

と、左には京都府南部の市が多い。これは、早くから都市開発をし、インフラ整備 

も進んでいる。右は京都府北部の市が多い。北部はインフラ、社会資本整備が遅れ 

ており、建設事業を進めているところであり、起債を発行している。亀岡市も社会 
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資本整備が遅れており、圃場整備なども進めているところである。 

＜井上議員＞ 

 大規模スポーツ施設が誘致された場合、主要３基金の取り崩しをすることになるの 

か。 

＜財政課長＞ 

 現在、大規模施設誘致の場合の試算をするよう指示はない。借地としか聞いていな 

い。ただ、社会資本整備で言えば市道の改良や上下水道の敷設も必要である。それ 

を一般会計でいくらもつのか、受益者としていくらもってもえるのか等は不明であ 

る。ただ、財政負担は全くないわけではないので、市も基金を取り崩さないと決算 

がくくれない状況であるので増えたら増えた分だけ、基金の取り崩しは出てくると 

考える。 

 

（ 閉 議 ） 

 全員協議会終了 午後４時 

 


